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今
月
紹
介
す
る
は
、
進
修
館
高
等
学
校
に
通
う
持

田
美
奈
さ
ん
。
同
校
写
真
部
で
活
動
し
て
い
た
持
田

さ
ん
は
、
部
創
設
以
来
初
と
な
る
写
真
展
で
の
入
賞

を
果
た
し
た
、元
気
と
笑
顔
が
印
象
的
な
女
の
子
で
す
。

　

お
父
さ
ん
の
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
時
々
借
り
て
は
、

飼
っ
て
い
る
猫
や
ウ
サ
ギ
な
ど
を
撮
影
し
て
い
た
持

田
さ
ん
は
、
高
校
生
に
な
っ
た
ら
本
格
的
に
写
真
を

学
ん
で
み
た
い
と
、
進
路
決
定
の
際
、
写
真
部
の
あ

る
学
校
を
選
ん
だ
そ
う
で
す
。
入
部
後
、「
一
眼
レ
フ

は
重
い
」
と
の
理
由
か
ら
、
軽
さ
重
視
の
コ
ン
パ
ク

ト
カ
メ
ラ
を
購
入
。
校
内
文
化
祭
に
出
展
し
た
写
真

も
「
行
田
浮
き
城
ま
つ
り
に
お
囃は

や

子し

で
出
演
し
て
い

る
最
中
、
持
っ
て
い
た
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
ん
で
す
」

と
話
す
よ
う
に
“
直
感
を
信
じ
、
撮
り
た
い
も
の
を

撮
り
た
い
と
き
に
撮
る
”
と
い
う
撮
影
ス
タ
イ
ル
が

入
部
当
初
か
ら
出
来
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
年
生
に
な
る
と
、
部
の
活
動
目
標
が
広
が
り
、

文
化
祭
の
ほ
か
、
春
・
秋
・
冬
の
３
回
、
県
下
の
高

校
生
を
対
象
と
し
た
写
真
展
に
出
展
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
顧
問
の
先
生
か
ら
写
真
の
撮
影
技
術
を

学
び
な
が
ら
、
直
感
を
意
識
し
た
撮
影
を
心
掛
け
て

い
た
持
田
さ
ん
は
、
あ
る
日
、
朝
日
を
浴
び
て
玄
関

に
浮
か
び
上
が
っ
た
猫
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
発
見
す
る

と
、
す
ぐ
に
愛
用
の
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
を
取
り
に

走
り
撮
影
。
こ
の
写
真
が
、
な
ん
と
埼
玉
県
高
等
学

校
写
真
連
盟
写
真
展
で
優
良
賞
を
受
賞
。
部
内
の
活

動
意
欲
が
高
ま
る
き
っ
か
け
を
与
え
た
持
田
さ
ん
は
、

翌
年
の
埼
玉
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
高
校
写
真
展

で
も
、
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
。「
作
品
タ
イ
ト
ル
を

『
明
日
に
繋
が
る
今
日
』
に
決
め
、
い
と
こ
の
結
婚
式

を
撮
影
し
ま
し
た
。
部
で
の
写
真
展
締
め
切
り
期
限

を
一
日
延
ば
し
て
も
ら
い
、
切
羽
詰
ま
っ
た
状
況
で

の
撮
影
で
し
た
が
、
納
得
の
い
く
写
真
が
撮
れ
ま
し

た
」
２
年
続
け
て
入
賞
を
手
に
す
る
と
い
う
部
創
設

以
来
の
快
挙
を
、
友
達
や
先
生
な
ど
が
自
分
の
こ
と

の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
て
、
高
校
生
活
を
代
表
す
る

思
い
出
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
、ア
ニ
メ
な
ど
の
登
場
人
物
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
扮ふ

ん
す
る
コ
ス
プ
レ
に
興
味
を
持
ち
、
手
作
り
の
衣

装
を
着
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
撮
影
す
る
だ
け
で

な
く
、
撮
影
さ
れ
る
側
の
楽
し
さ
も
満
喫
し
て
い
る

持
田
さ
ん
。
４
月
か
ら
は
美
容
の
専
門
学
校
へ
進
学

す
る
そ
う
で
「
国
家
資
格
を
取
り
、
将
来
は
服
飾
や

美
容
の
仕
事
に
携
わ
り
た
い
。
そ
こ
で
写
真
の
腕
も

生
か
す
こ
と
が
で
き
た
ら
最
高
か
な
」
限
り
な
い
可

能
性
を
秘
め
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
直
感
で
輝
け
る
未

来
に
突
き
進
み
ま
す
。
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山
茶
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と
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佐
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藤
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椿
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利
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茜
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老
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猫
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ぼ
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節
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路
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榊
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風
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老
梅
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ほ
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俳 

句

行田人行田人

いききき
いきき
いき
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◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書	

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

	

北
河
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礒
貝
美
智
江

挨
拶
の
声
の
華
や
ぎ
梅
薫
る

	

荒
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国
島　

初
江

冬
の
朝
元
気
な
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登
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す
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澤
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中
里	
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美
智
子

食
卓
に
春
が
き
た
れ
り
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ぼ
み
菜
よ

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『
絵
手
紙
』鈴

木　

康
子
（
若
小
玉
）

私
の
作
品

私
の
作
品

直
感
を
信
じ
て
撮
っ
た
写
真
で

�

写
真
展
入
賞

持
田　

美
奈 

さ
ん
（
18
歳･

忍
）


